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研究課題名 前立腺癌に対する密封小線源永久挿入療法後の射精機能障害に関する検討 

研究の対象 
2015年 5月 8日から 2020年 10月 12日までに横浜市立大学附属病院で前立腺癌に対して

密封小線源永久挿入療法を施行した患者さん 

研究目的 

・方法 

前立腺癌に対する密封小線源永久挿入療法後の性機能障害に関して、勃起機能障害（ED）

の報告は多いが、射精機能障害（EjD）を検討したものは少ない。 

本研究では、当院で密封小線源永久挿入療法を行った患者を対象に、射精機能障害に対す

るアンケート調査を行います。アンケートは、小線源治療前と術後外来時に配布し、Male 

Sexual Health Questionnaire Ejaculatory Dysfunction Short Form(MSHQ-EｊD-SF)を

日本語に改定し、射精障害出現時期の質問を加えた計 5 項目の質問項目で構成されてい

ます。アンケート調査は、術前、術直後、1ヶ月、3ヶ月、6ヶ月、12ヶ月、以降 12ヶ月

毎に行います。この研究により、将来治療選択の最適化や合併症予防法の開発に貢献でき

る可能性があります。 

研究期間 西暦 2021年 2月 2日（許可日） ～ 西暦 2026年 12月 31日 

研究に用いる 

試料・情報 

の種類 

上記期間に当該手術を受けられた患者さんを対象とし、下記の日常診療で実施された項目を

研究に使用する。 

患者基本情報（年齢、性別、身長、体重、内服歴、既往歴、臨床病期）、血液検査、手術

内容（前立腺体積、処方線量、外照射治療の有無）、病理学的所見、アンケート項目など。 

研究対象者の氏名等特定の個人を識別することができる情報を使用しない等、研究対象

者の個人情報の保護について十分に配慮する。 

本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話または FAXでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申出ください。その

場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 

問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒236-0004 横浜市金沢区福浦 3-9 

横浜市立大学附属病院 泌尿器科 （研究責任者）伊藤 悠亮  

電話番号：045－787-2800（代表）  FAX：045－786－5775 

 

 


